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このたびは、「ホットサンドメーカーハーフ」をお買上

げいただきまして、まことにありがとうございました。

●ご使用になる前に、この取扱説明書をよくお読み

　の上、正しくご使用ください。

　また、取扱説明書は大切に保管し、わからない時

　は再読してください。

●本製品は一般家庭で使用するためのものです。

●本製品は日本国内専用です。

〒959-1502新潟県南蒲原郡田上町大字田上丙677-82
株式会社 新津興器

E264-K



プレートから煙やにおいが出続
ける場合はただちに使用を中止
してください。

電源プラグをコンセントに差し
込んでください。

電源スイッチを「ON」にしてく
ださい。

プレートの温度が
上がらない。

電源プラグがコンセントに差し
込まれていますか？

電源スイッチが「OFF」になっ
ていませんか？

電源プラグをコンセントに差し
込んでください。

電源スイッチを「ON」にしてく
ださい。

電源プラグがコンセントに差し
込まれていますか？

電源スイッチが「OFF」になっ
ていませんか？

故障ではありません。
調理途中の残った油分などでプ
レートから煙やにおいが出るこ
とがあります。

プレートから煙やにおいが出続
ける場合はただちに使用を中止
してください。

プレートから煙やにおいが出続
ける場合はただちに使用を中止
してください。

故障ではありません。
空炊きになっていませんか？
空炊きを続けると温度があがり
煙やにおいが出ることがありま
す。

故障ではありません。
初めてご使用されたときに、
煙やにおいがでることがありま
す。

そのままお使いください。故障ではありません。
サーモスタットの動作によるも
のです。

そのままお使いください。故障ではありません。
サーモスタットの動作によるも
のです。

具材の量を減らしてください。
ロックレバーが破損するおそれ
があります。

具材を入れすぎていませんか？

プレートから煙や
においが出る。

ランプが点灯しない。

ランプが消える。

ロックレバーが固
定できない。

使用中に”カチ、カ
チ”と音がする。

指示を守る

●分解・修理・改造をしないでくだ

　さい。
火災・感電・けがの原因になります。
修理技術者以外の方が修理を行うことは
危険です。修理については、お買い上げの
販売店または輸入元にご相談ください。

●交流１００Ｖ以外での使用、コン

　セントや延長コードの定格を超

　える使い方はしないでください。
コンセントが異常発熱して、発火する恐れ
があります。また、火災・感電の原因にも
なります。

●異常・故障時には直ちに使用を中

　止し、電源を切り、電源プラグを

　コンセントから抜いてください。
やけど・感電・火災の原因になります。
～異常時の例～
　・異常な音やにおいがする
　・電源プラグ・コードが非常に熱くなる
　・電源コードを動かすと、通電が切れる
　・触れるとビリビリと電気を感じる
⇒使用を中止し、お買い上げの販売店
　または輸入元へお問い合わせください。

指示を守る

●定期的に電源プラグのほこりを

　乾いたふきんで拭き取ってくだ

　さい。
ほこりがたまると、湿気などで絶縁不良とな

り、ショート・感電・火災の原因になります。

指示を守る
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ホットサンドメーカー ハーフ
HSM-H

AC100V　50/60Hz
500W

幅165mm×奥行き225mm×高さ105mm
830g
1.4m

本体…フェノール樹脂
プレート…アルミダイキャスト（フッ素樹脂塗装）
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ハンドル

通電ランプ(オレンジ色)

プレート

電源スイッチ

着脱レバー

着脱レバー

電源コード電源プラグ

本体

ロックレバー

ヒーター

遮熱板

プレートを取り外した状態

温度調節のため点い
たり消えたりします。

●あらかじめ用意したパンと具材をプレートにセットします。
　・食パンは、プレートの食パンセット部に収まるようにセットしてください。
　・具材は食パンの中心に置いてください。
　・食パンは 5～ 8枚切りの食パンを使用してください。

※食パンの厚さや具材の量によってはふたが閉じない可能性があります。
　ふたが閉じない場合は、無理に閉じようとせずに、具材の量を減らしてくだ
　さい。
　故障・破損の原因となります。

●食パンや具材をセットするときは、ふたが倒れてこないように注意してください。
　やけどやけがをするおそれがあります。

セット部
食パン

具材

２．パンと具材をセットする


